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「「丁丁寧寧なな恋恋愛愛
、、

かか」」

  読読みみ終終ええたた恋恋愛愛⼩⼩説説をを机机にに置置くく
。。

夏夏ははどどううにに

もも苦苦⼿⼿でで現現世世ででのの仕仕事事ももいいままいいちち捗捗ららなないいしし
、、

本本丸丸にに来来ててももだだららだだららとと過過ごごししててししままううここととがが

多多いい
。。

椅椅⼦⼦かかららずずりり落落ちちななががららたためめ息息ををつつくく
。。

  丁丁寧寧なな恋恋愛愛
、、

そそんんななももののがが今今更更ででききるるととししてて

相相⼿⼿にに思思いい浮浮かかぶぶののはは明明⽯⽯
。。

私私のの近近侍侍でで来来派派のの

太太祖祖
、、

本本体体はは国国宝宝のの明明⽯⽯国国⾏⾏だだ
。。

ここのの本本丸丸でではは

知知らられれててししままっってていいるるがが明明⽯⽯とと私私ははいいわわゆゆるる恋恋

仲仲ででははああるる
。。

そそんんなな明明⽯⽯はは私私がが審審神神者者のの仕仕事事をを

ほほっったたららかかししてていいるるののををいいいいここととにに
、、

愛愛染染国国俊俊

とと蛍蛍丸丸をを連連れれてて万万屋屋へへ⾏⾏っっててししままっったた
。。

クク

ーー

ララ

ーー

のの効効いいたた執執務務室室かからら出出るるののももおおっっくくううでで読読みみ

ささししだだっったた⼩⼩説説をを読読んんででいいたた
、、

ととそそうう⾔⾔ううわわけけ

だだ
。。

「「…………明明⽯⽯はは丁丁寧寧ななののよよねね」」

  絶絶対対にに声声をを荒荒ららげげなないいしし穏穏ややかか
。。

⾯⾯倒倒⾒⾒ももいい

いいしし優優ししいい
。。

夜夜だだっってて私私がが嫌嫌ががるるここととはは絶絶対対にに

ししなないい
。。

ややるる気気ののなないいののががウウリリだだととはは⾔⾔ううがが
、、

働働きき者者だだしし丁丁寧寧ななののだだ
。。

ととななるるとと問問題題はは私私
。。

椅椅

⼦⼦かかららささららににずずりり落落ちちななががらら呻呻いいててみみるる
。。

ここのの

歳歳ななののででそそれれななりりにに恋恋愛愛経経験験ももああるるがが
、、

家家事事をを

ししなないいかかららととフフララれれたたりり
、、

飯飯ががままずずいいかかららととフフ

ララれれたたりり
、、

怒怒りりっっぽぽいいかかららととフフララれれたたりり
。。

ははああ
、、

ととままたたたためめ息息がが出出るる
。。

要要すするるににああままりり美美徳徳ととささ
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れれ るる ⽅⽅ のの ⼥⼥ らら しし ささ がが なな いい のの だだ
。。

ここ れれ 以以 上上 ずず りり 落落

ちち るる とと 椅椅 ⼦⼦ かか らら おお 尻尻 がが 落落 ちち てて しし まま うう のの でで 座座 りり 直直

すす
。。

「「 早早 くく 帰帰 っっ てて ここ なな いい かか なな …… …… 」」

「「 ⾃⾃ 分分 のの ここ とと でで すす かか ？？ 」」

   声声 にに びび っっ くく りり しし てて しし まま っっ たた
。。

内内 番番 着着 のの 明明 ⽯⽯ がが

そそ ここ にに ⽴⽴ っっ てて いい たた かか らら
。。

近近 付付 いい てて きき たた 明明 ⽯⽯ はは ちち

らら りり とと 机机 のの 上上 のの 本本 をを ⾒⾒ てて
、、

おお やや おお やや
、、

とと 笑笑 いい まま

じじ りり のの 声声 をを 出出 しし たた
。。

「「 恋恋 愛愛 ⼩⼩ 説説 読読 んん でで 恋恋 しし くく なな っっ てて くく れれ たた んん ？？    嬉嬉

しし いい なな ああ 」」

「「 なな
、、

ええ
、、

もも うう
。。

そそ んん なな んん じじ ゃゃ なな いい わわ 」」

   そそ うう でで すす かか
、、

とと 明明 ⽯⽯ はは ごご そそ ごご そそ とと 万万 屋屋 のの 紙紙 袋袋

をを ああ ささ っっ てて いい るる
。。

疑疑 問問 にに 思思 いい そそ のの 様様 ⼦⼦ をを 眺眺 めめ てて

いい るる とと
、、

⽬⽬ のの 前前 にに アア イイ スス クク リリ

ーー

ムム がが 置置 かか れれ たた
。。

「「 主主 はは んん
、、

クク ッッ キキ

ーー

クク リリ

ーー

ムム がが おお 好好 きき でで しし たた よよ

なな 」」

   まま ああ アア イイ スス でで もも ⾷⾷ べべ てて
、、

のの んん びび りり しし まま しし ょょ
。。

そそ うう ⾔⾔ っっ てて 明明 ⽯⽯ はは アア イイ スス クク リリ

ーー

ムム のの 蓋蓋 をを 開開 けけ てて

くく れれ たた
。。

蓋蓋 はは どど ここ にに ⾏⾏ くく のの かか とと ⽬⽬ でで 追追 っっ てて いい るる

とと
、、

明明 ⽯⽯ がが ⽬⽬ をを 閉閉 じじ ⾆⾆ をを 出出 しし てて
、、

べべ ろろ
、、

とと 舐舐 めめ

たた
。。

セセ クク シシ

ーー

ささ にに どど ぎぎ まま ぎぎ しし てて いい るる とと 明明 ⽯⽯ はは ⽬⽬

をを ゆゆ っっ くく りり とと 開開 けけ
、、

眼眼 鏡鏡 のの 奥奥 でで 萌萌 ⻩⻩ ⾊⾊ のの 瞳瞳 がが 私私

をを ⾒⾒ 据据 ええ るる
。。

「「 主主 はは んん のの すす けけ べべ 」」
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   顔顔 がが
、、

熱熱 いい
。。

明明 ⽯⽯ がが ええ っっ ちち なな のの がが いい けけ なな いい のの

よよ
、、

なな んん てて 思思 っっ てて もも ⼝⼝ にに はは 出出 せせ ずず
、、

アア イイ スス クク リリ

ーー

ムム にに 匙匙 をを ⼊⼊ れれ るる
。。

掬掬 っっ てて ⼝⼝ にに ⼊⼊ れれ るる とと 冷冷 たた くく

⽢⽢ いい
。。

「「 ああ

ーー

そそ うう そそ うう 」」

   ええ ええ もも んん ⾒⾒ つつ けけ たた んん でで すす わわ
、、

とと 明明 ⽯⽯ がが まま たた 紙紙

袋袋 をを ごご そそ ごご そそ すす るる
。。

取取 りり 出出 ささ れれ たた のの はは 短短 いい 棒棒
、、

のの よよ うう なな もも のの だだ っっ たた
。。

「「 覗覗 いい てて みみ てて くく だだ ささ いい 」」

   ⾔⾔ わわ れれ たた 通通 りり にに ⼿⼿ にに 取取 りり 覗覗 きき 込込 むむ
。。

キキ ララ キキ ララ

とと しし たた 透透 明明 なな ビビ

ーー

ズズ
、、

⼿⼿ をを 動動 かか せせ ばば 無無 限限 にに 模模 様様

がが 変変 化化 すす るる
。。

万万 華華 鏡鏡 だだ
。。

「「 ⻘⻘ とと 緑緑 にに 少少 しし だだ けけ ⾚⾚ のの ⼊⼊ っっ てて
、、

⾦⾦ ⿂⿂ みみ たた いい でで

涼涼 しし げげ でで すす やや ろろ ？？ 」」

   主主 はは んん にに ああ げげ まま すす わわ
。。

   そそ うう ⾔⾔ うう とと 明明 ⽯⽯ はは 私私 のの 頬頬 にに 触触 れれ るる だだ けけ のの キキ スス

をを しし たた
。。

慌慌 てて てて 顔顔 をを 万万 華華 鏡鏡 かか らら 上上 げげ るる
。。

満満 ⾜⾜ そそ

うう なな 明明 ⽯⽯ のの 顔顔
。。

「「 ほほ んん まま 飽飽 きき へへ んん なな ああ 」」

「「 …… …… なな にに がが ？？ 」」

   主主 はは んん のの 表表 情情
、、

とと 明明 ⽯⽯ はは ⾔⾔ っっ たた
。。

くく るる くく るる 変変

わわ っっ てて 万万 華華 鏡鏡 みみ たた いい やや
、、

とと
。。

「「 ここ れれ かか らら もも いい ろろ んん なな 顔顔
、、

⾒⾒ せせ てて くく だだ ささ いい ねね 」」

   明明 ⽯⽯ はは そそ うう ⾔⾔ っっ てて 私私 のの 髪髪 をを そそ っっ とと 梳梳 いい たた
。。

―― 了了 ――


